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ますま
す痛
感される。

中国の新事態は日本の新聞が従来中国について書いてきたとと

が 、
遂一ウソだったζとを示している。
その新聞はいままた

性ζ 
之なく
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本紙
まずいM大会について 、
い

ちばん注目すべ
き点は何かとい

うζとから 、
お話し勝えませんで

一しよ
うか 。

一

操原
やっぱり践的と本背が二

一都背反関係になってるということ

一ですね 。
政治報告 、
党規約改正報

一告 、
それらをまとめた「人民日

一報」の社説なんかを読みますと、

一
釈聞と穿解があまりにも多い 。

一

つまり華国鋒としては、
建前と

一して毛沢東の思想と路線をどうし

一ても継京しなくちゃいげない。
し

一かし実際には、
「四つの近代化」

一を進めなくちゃいけない 。
つまり

一

文革路線を肯定しながら 、
実際に

一は否定しなくてはいけない 。
その

一ような椛離について 、
そうじゃな

一ぃゐだという説明と弁解一
が非常に

一多い 。
一

今度ほど毛沢東主席に対する賢

一歌が仰々
しく誌でられた乙とはか

一つてなかった 。
棺威の象徴として

論
一それに寄りすがりながら 、
しかし

一毛沢東路恕には背かないといけな

一いのです。
とれが私の受けたいち

評
一ばん大きな回象 。

一

次に 、
毛沢東の望んだ革命の免

一から執政の銘への脱皮を図りつつ

震一あるというととです。

一

毛沢東の革命の免に対して 、一

一国を続治する執政の免にならなく

3
一てはい吋ないというととで、
例の

J－「四つの
近代化」

を裳認に盛り

込んでい
ます。

中嶋
私も今回の免大会は、
非

常に矛盾に満ちた大会だと思うん

です。文化大革命以後の九金大会 、
十

全大会と防戦しても 、
との矛盾と

いうのは非常に根本的なものだと

月

思うんです 。
九金大会の筋合は 、

と
もかくも

文部を
作進し、
都
抑制闘争を措進し

た
結梨として 、
最邪的な色彩の非

路に拙い 、
いわば長僧体制とでも

いうべきものが打ち出された 。

十金
大会の場合は、
文革問的献を

縦一致しようとするものと離脱しょ

予とするものとの妥埼か特徴だっ

た 。
それに防ベて今回の場合は、

すべての大文化革命のにない手た

ちを打倒しておきながら 、
なおか

つ文化
大革命や毛沢
民路線の正し

さというものを諮らなければなら

ないという、
おぞましいばかりの

矛盾を髭呈しています 。

そこで、
第一
次文
佑大革命の終

息なんて 、
非情に苦しい言い方を

しているわけであります。

根本的には
＆函の大会は、
今 、

桑原
先生ご指摘のように 、
執放の

党 、
つま
り申
図を
組挫していこう

とい
うタイプの
声援と 、
依然と

し
て毛沢東の
お治付きにすがるグ

ループ
・
・
・
・
・
・それはかつては文化大

革命をやっていたグループでたま

たま非上海グループとして四人組

らとたもとを冴かったものの、あ

る意味では文革的な体質をもって

いる翠国鋒（主席）や淫東興（副主

席）らとの妥協であり取引きだと

思うんですね。
ですから 、
安定 、

団結ということ
が 、
しきりに一言わ

れてはいますが 、まだまだ問題が

いろいろ残っている 。

そして今 、
桑原
先生がおっしゃ

っ
た毛沢
東礼慌ですが 、
四つの近

代化とい
うよう
な糊協は、
毛沢民

個
人崇拝なり託沢東神話
を打ち破

っていか
なければならないはずの

ものですね 。にもかかわらず 、毛

沢東神話の世界を絶対化しようと

するのは 、そもそも都国鋒の立場

というものが 、毛沢東のお桜付き

出
席
者

桑
原

寿
二

中

国問題研究家

中
l鳴

李 嶺
襲 雄

う

積

す
る

反
毛
沢
東
感
情

桑原
「人民日報」
の報道から

割り出してみ$守と 、
まず第一

に、県段階の
機紛が崩接
地躍にあ

るととがわかる。
とれは数々
の県

の報告によって 、
完全に資絡的に

出づけることができます。

たとえば天海と北京の間にある

武前県の報告が 、八月十一
日の「人

民日報」に載っておりますが 、そこ

には管理当局の当事者能力がなく

なったり 、
生産が落ちて 、蓄積も

少ないし 、
収入も少なくなったと

いった状祝が報告されている 。だ

から
阿世＝局は 、
もうちょっと管理

を強佑しろとい
う命令を出したの

だが 、
京
端指導者は、
円以民を恐れ

て 、
命令に従わないのです。

次に 、
乙れもごく
留証織ったも

のですが 、
ある工場で一人の
議

鍛工が宿臨信一で宿直の
当番がねぼ

けておったのを起こした。ところ

が「少しぐらい経たっていいじゃ

ないか。
おまえさんはわしを管理

することはできない」と開き直ら

れたというのです 。

で、
現在の問題点は、
要するに

管理しうる一勇気のある指導者がい

ないというとと 、
当事者能力が失

われているということです 。

もう一つ私が非常に注目してる

点は、
率唱沢東的論文が繭みて他

をいう形で、
五月以来 、
六本か七

本ぐらい出てるわけです。
きわめ

て痛烈
老沢一
議判です。

その一つは、
実雄論にか乙つけ

て 、
毛沢東絶対化論なんていうの

は、
ナンセンスであるという乙と

を言っているのです。

あるいは四人組の一人の張春橋

のプロレタリアート独裁論を弛判

ずる形で毛沢東を勤判したものが

ある 。
つまり個人による独裁とプ

ロレタリアートによる専制とをは

いって 、
集団
抱認というものがな
っきり分けまして 、
毛沢東の場合

じまない体質を 、
申留

の政治はも
個人による独裁じゃないかという

っているんじゃないかと思いま
ととを暗に勘判しているのです。

さらに 、四人組と蒋介石の
関連

近
代的な民
主主誠の困家と追っ一性を論じる形で、
蒋介石にかとっ

て 、
申闘は、
間接
や銘規約があっ一けて毛沢東を痛烈にたたいたもの

で 、
政治があり 、
社会のシステム一も
ある 。
良椋部の論文に 、
円以鎚は

があるという
闘じゃないんです一大認に学べというけれども 、
大築

ね 。逆に 、
地力
闘争などがあっ一県の成功は、
五六年の合作社化籾

て 、
そ
の結
果
史おせるように 、

一神によるものだと主強し、
人民公

そのつど滋法や先規約を替えてい一社にひと言も言及していないもの

るわけです 。

一がある 。乙れも大圏進以来の毛沢

で、
そういった政治のあり方か一東革命路線民対する大密な拒否反

らいって 、
集団指一時という、スマ一応の表れと見るζとができます 。

lトな政治のシステムは織能しな一
つまり現在中国の社会に反毛沢

いんですね 。
それが機能するよう一一底的な感情がうっ積しているとい

になるまでには、
私はまだまだ時一う感じです。
それに対して華国鋳

聞がかかると思います。

一の実用主義的な路線が 、
どれだけ

軍国飾は 、
確かに
あるお昧では一
効果を発揮できるかだが 、
それは

根性のマキアペリストとして葎在一現実との妥協を本質とする路線で

してきたし、
北京政避のやり方自一すから 、
私は効果は怪しいと見て

体が正にその町拠
だと
思います一
います 。

ね 。
自分は毛主胞に忠誠を謂うと一
したがって将来必然的に 、
強力

いいながら 、
ζともあろうにその一な引き締め政策に転じざるをえな

奥さん：：：考えてみりや強主です一いことになるのではないか。
体制

よね 。
授も朋けない
うちにそ
の喪

一を維持するためにはですね 。
その

主もろとも一
網打尽にしてしまう

一ときいったい誰にそれをなしうる

といった大悲な背徳を右ないうる
一能力があるか 。

人物で
すから 。

一
そこで実力者としても 、
やはり

一
方中国社会の内部には華国鋒一郵小平と在東輿の二人が浮かび上

的な
持出者や毛沢東的な指場者の一がってくる。

世界から脱却したいという社会の一
先ほど、
申嶋さんは、
華国鋒訪

底流がありまして 、
それは郷小平一
先代の奥さんをひっくくったとい

などに代表される「四つ
の近代一いましたけれども 、
あれはひっく

化」路艇と襲識をな
すものだろう一くったのはではなくて 、
ひっくく

と思います。
そのことと
の矛
盾一らされたのかも知れない 。
在来興

が、
今
後、
本
格的に
出て
くる
んじ一
に
や
ら
さ
れた、
今
で
も
庄東
興に
ヰ

ゃないかということですね 。
一耳られているという感じですね ．

本
紙
おニ
人と
恥非
常
廷か
盾
を一
中
嶋
や
は
り重
要
な
鍵を
握つ
て

はらんだ先大会だったというお説一るのは在来興ですね 。
証点興つて

なんですが 、
そうだとすると今一いう人
物についてですが 、
最近 、

後、
今の政梅の潮来はかなり波乱一ある論文を習いていて 、一
九五O

合みというζとではないかと考え一年の「人民日報」を見る必要があ

られます 。一部には 、
露線の否一りました 。この年に毛沢東はスタ

とうした視点からみますと 、
鈍

団指織といえば 、
さしあたりは常

務委員の
五人による合議制だと思

うんですけれども、
翠図鋒が単な

る調整者に過ぎないとすると 、は

たしてうまく調整
ができるかどう

かが非常に大さな問題だと思いま

す。たとえば 、
実力者の郡小平（副

主席）と在東興の意見が対立する

といった揚合 、
都国
肱仰が毛沢東的

なカリスマを発部できないがため

に 、
集団指部
体制とい
うものがか

えって制根になるんじゃないかと

いうふう
な感じがしてならないの

です。中嶋
筑間指むというのは日

本の新聞が非常に好きな雷諜でし

て 、
中国の甥合にもしばしばそれ

を一言ってきましたし 、
とくに毛沢

東死後 、
それを強調しましたね 。

だけれども、
どうも今の叩留の

政治の体質 、
政治安化の性格から

か予定。侶にもまあで
りし、まくすん
カぎて了、�；：主どなういでかしと
よし1う う

ーリンに会いに初めてモスクワに

好くんですが 、
中ソ同盟条約が締

一結されて、
毛沢東が
帰国のためモ

一スクワの駅を発っときの随行のメ

ンバーの中に 、
揮東
興という名前

が 、
なんのはりきもなしに出てる

んです。一
九五O年のニ用です。

とのことは、
毛
沢東個人の政治

的な活動の中で、

在東興が占めて

いた拠衣（くると）としての役割

というものを示しています。
彼が

先内の特務であり 、
毛沢東のボデ

ィガードであったということはよ

くいわれておりますけれども、そ

れだげではなくて 、
党内の動静を

逐一 、
毛沢東にと注走するような

任務をずっとやっていたに違いが

ありません 。

てコ

つまり 、
配点興というのは無視

できない人物だと思いますね 。

で、
将来の
動向なんですけれど

も、
私は
袈屯沢民化というとと

は、
もうすでに始まってるとみて

いいと思うんです。
ともかく江官

夫人をあれほ
ど泌し
ざまにののし

れば 、一
般の中国人にしてみれ

ば、
それじゃその毘那はなんてお

めでたいやつだということになる

わけです。
そして 、
毛沢東を戯画

化したい 、
風刻したいという潜在

的な欲求は非常に強いようです

ね 。
私はその問中（討を郡小平に期待

してるんですが 、おそらく中国民

衆の期待も、そのへんにあるんじ

ゃないでしょうか。

高
ま
る
郵
小

平
へ
の
期
待

桑原
おっしゃるとおりで、
四

人組がやっつけられたあと 、
部小

平の復活に対する一般の期待感の

高まりが感じられましたね 。
期待

感プラス
・アルファの人気が郵小

平にはあると閉ゅうんです 。

で、
その人気の立体は何かとい

うと 、
反毛沢東なんです 。
たとえ

ば彼の完全な文革一台定 。
また毛沢

東の個人独裁に対する反対態度 、

それが人気のもとなんです。

中嶋
郵小平は
非常に個性的な

人物ですから 、
このまま翠
悶鈴体

制の中で、
峨々
時々
とワキ役のま

まで終わる
かどうか、
私は
疑問だ

と思うんです。

郵小
平が 、
以後まで悔い改めな

い
走資派として碍街活してきたと

いうこと
は温裂です 。
彼の路線は

結局 、
反毛沢東路棋でもあるわけ

です。それを
難関鋒と出べてみます

と、
翠国鋒は今でとそ「四つの近

代佑」なんでいうととをいいだし

てますけれど 、
去年あたりは「四

つの近代化なんていうことを言う

のは 、
ブルジョア的で貯しから

ん」といったζとを雷っていたわ

けです。中
国人は郡小
早ぐらいの
年齢に

なると
・

・

・・：
もう知はどうなっても

いいわけですね 。
しかもニ民も失

脚して 、
二
度も制
活したわ切です

から 。
そうすると 、
最後に考える

ことは 、
際史に名そ
残すというこ

とですね 。
桑原
ソ迷ではかつてマレンコ

フがスターリンの跡を継いだと

き、
非スターリン佑政策をやっ

た 。
同じように申国では翠
国鋒が

脱毛沢東化ないし非毛沢東化をや

ってます 。
そ乙で隼頭一
歩を進め

て 、
ソ連でフルシチョフのやった

スターリン勘判に相当する毛沢東

勘判に踏み切れる人物は、
いった

い誰だ
マハFっかという乙とになりま

すと、
郵
小
平以
外に
考
え
ら
れ
な

それが今のパ1ッと起こってる

反毛沢東輸と将来どのように結び

ついていくのか 、
これが将来の中

国をみる場合のポイントじゃない

ですか。
とこで指摘しておきたい乙と

－・・・・・・・・・・・・・・・・・IJI e. . . . . .. .. , . . .  ．．．．．．．．．．． ・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．． ． ． －．－．ー・・．．．．．．．

にすがるしかないようなものだか

らでしょう。
いってみれば 、
論理

はメチヤクチャだし、
政治的な妥

協と取引きだし
・
・・
・
・
・当面今の体制

が崩駿するとい－
2aうなことは、

今まで激動を綴
り返してきたあと

だけに 、
まずないでしょ
うが 、
し

か
し非常に波
乱含みだと考えざる

をえない 。路湾包む
ノ
主
、

何倍ム目、l」ナん
vuw

集
団
指
導
制

桑原
集団指導制を免規約の申

でうたいましたね 。
私 、かつて中

国人の一老学者に向かって 、
中国

が近代国家になった
宰亥革命以後

の政治指導者の蓑
世凱 、
孫文 、
蒋

介石 、
毛沢東らと路ベて 、
華国鋒

はいかにも小粒じゃないかという

ことをいったんですね 。
そうする

とその人は、
非常に苦しそうな表

情で 、「お国では
指む者で間に合

いますけれども 、
わが国では単な

る指導者では国家を統一すること

ができない 。指導者プラス・アルフ

ァをもっていなくちゃならない」

つまり支配者的な・・・：・

中嶋
カリスマ住みたいなもの

ですね 。
桑原
その人は非常に毛沢東を

嫌いながら 、
「毛沢東の悪政がや

はり必要だ 、
人殺しをやれないよ

うな人物はだめだ」
というので

す。
そして「毛沢東の跡を継ぐ人

物は、
感性をもった人物であるこ

とが必要です」と 、
ちょう
ど志水

速雄民の君主論によく似た論理を

聞
か
さ
れ
ま
した。

要
す
る
に、
車
国
鋒には
た
し
て
政

敵を謀殺できる度胸があるかない

かが大事なんだというわけです

が 、
私は非常に示唆に富んだ 、
い

かにも中国人らしい見方だと思い

ました 。

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
 ，

 

．

．

．
 sj！11111111

 

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
m
o
a
t

t
t

：
恥
恥

U
M
h
h
H
U
H
H
h
H
M
M
H
H
H
H
H
H
H
一
H
H
H
H
H
H
H

．
．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．

．

．

．

．

．

．

．
 ・
・
・
・
・
H
・
H
h
h
H
h
・
H
・
・
H
・
・
・
h
H
・
H
H
・
H
U
・
H
H
H
H
H
H
H
H
h
H
H
・
・
・
・
・
・
・
・

中国政治の見どころ　華政権のかかえる大きな矛盾　月曜評論-1977.09.12



は、
日本の新聞はかつて毛沢東、

劉少笥体制の時代にはそれが非常

に安定したものだというζとを言

っていた。その次に毛沢東、
林彪

体制
も安定し、
民は生き
生きとし

ているなどというζとを、主接し

’ていた。さらに毛沢東、
周
恩来体

制についても、
非常に安定したも

のだと寄った。ととろが毛沢東が

死んだいま、
全部がうそだったと

いう乙とが判明したわけです。

ですから今度の十一全大会でで

きあがった体制も、もう少し擁い

の目をもってながめた方がいいと

いう点を強調したいですね。

本紙
次に対外関
係を論じてい

ただきたい。
政治報告の中で翠国

鈴がか米ソuをグソ米uといい直

したというようなことがありまし

たし、それがらパンス米国務長官

の訪中がありました。また申国が

近代化をやっていこうとすれば、

外国との交流を今まで以上にやら

・
なくてはならないでしょうし、近

代化のため合理主舗でいこうとす

るならば、ソ連の今までやってき

たことと似たことをやることにな

って、少なくとも理論の上でソ連

と
対立する理由がなくなるという

ような面もあると思いますが。

私は、A寸後の中国では郵小
平的
向
を示していると思う。

な傾向が、
社会の鼠協として力を
長近アメリカでは、
中国に訴事

持ってくると思います。従って中
盤助しでもいいとか、
日米
安保体

国の外交が、たとえばソ迎に対し
制をさらに日
中米の
安全保防体制

ても、
毛沢民
の怨恨や桝慾に根ざ
に路凶させるべきだといった
諒見

したものから、もう少し
放縦十嵐向
もあります。

型のものに向かっていくんじゃな
米中の捉挺は対ソ政策上アメリ

いかと思います。その点で、
中ソ
カにとって都合いいし、
それは当

関係の
部劇化ということは、
当然
面中国として
も確かに受
け入れゃ

ありうると思
うんです。

すいものです。しかし、
実椛派的

一方、ソ遂の側は郵小平を一度
視点で物部を考えることになる

も勤判したことがないんですね。
と、
それにもおのずか
A磁界があ

一般には、
郡小平は中ソ論争の第
るというととに、
彼ら自身気がつ

一畿でスlスロフと渡り合った人
いてくるんじゃないでしょうか。

物とされているんですが、しかし
つまり米中接近は、ソ連の者威

乙れはいってみれば実権派レペル
を増大させない範囲内のものでな

で渡り合ったんですね。
そのレベ
ければならず、
その範囲を超えれ

ルでの対決というのは、
毛
沢東の
ば、
軍部などから反対する
声が挙

感
情的
な反ソとは、
違うと考えて
がることにもなるでしょう。

よさそうです。

ザ乞つした筋合には、
中ソ関係を

とれに関連して私は、
中ソ関係
もう一ベん考え直してみよ
うとい

と裏腹の関係にある米申関係の商
う、
選
択的、
政策的な動きが
必ず

で、
郵小平がいち
車くパンス国務
出てくるんじゃないだろうか。で

長官と会談にはいったことを、
非一
すから申国の
国限関係を固定的に

常
に興味線
く見ています。
内
政が一考えることは、
日本の外交にとっ

外交政策に翻訳される渦穫で、
指一て、
非常に危いという気がするん

導者の個性が政策決定に大きく影－です。

拘げするものですが、
その点でまさ

に内政と外交とをつなぎうる人物

として郵小平の容在が注目されま

すね。で、とういうふうにみますと、

米中関係も中ソ関係との関連で、

かなり選
択的なといいましょう

か、
政策的なといいましょ
うか、

そんなものにだんだんなっていく

ような気がします。

今回のパンス紡中がすぐ米中国

交樹立に結びつくととはないでし

ょう。しかし、
カlタ1政拙の外

交当局者が、
部小平と話し合った

という乙とは、
太平砕を距てての

米中の連路、
提携関係の強化の方

m

illi－－

のは、
大体において欠席という

－岩
戸
今、。士官
υ
返訓
話している。
ロクでもな

tIIIfillit－－
い本を出して、
ズラリと「有名

人」J包括
起人として並べていて

・「役人というヤツは企
〆》」う
も、
その
発起人の半分以上も欠

かしてるネ。
ボクは時々
地方の
席しているのは珍らしくないし

市だとか以の

教苛京員会なんて
五平円とか一万円もとられて、

のか
ら諮
簡を
刺まれるんだが、
その上、
お
座なりのスピーチ

その時のセリフが決ってるんだ
をイヤ
と富うほど聴かされ、

よ。当方の予釘もありますの
そのロクでもない本を
お土産に

で、コレコレの諮問糾で：・と
持って帰らせる。
お土産っさの

くる。
それがζのところ三年
強制押しつけ販売じゃないか。

四年前と同じなんだし、
会社な
これと叙
勲祝賀会というのは、

どの場合の半
値だ。
自分たちは
内輪だけでおゃんなさい。

毎年ベ1ス・アップで
大騒ぎし
・「近頃ではオチオチ死ねない

てるのにこっちは慌でも食って
ね。ふだんはお彼岸と盆にお布

ると思ってやがる。
鼠近はネ、
施策めに
般家廻りをする坊主が

その予算で一般諾する先生におた
ひとたび葬式となると、
戒名棋

のみなさいと突っぱなしてるん
の此儲が三十万ときでは、ただ

だよ。
ナントカ先生のようにニ
あきれるばかり。
子孫にしても

十万円以下はお断りなんて制者
本名ならすぐ思い出すが、
帰名

に沼稲で宮わせてるのも
湘稽だ
で
銘えてるのは珍らしいだろ

3
u与でハハハハ」〈あるパl
う。坊主だロセ肥らせる乙とは

’ィにて）

ないネ」（浅草のおでん屋にて）

最近は凹版記念祝賀会なんて

（＠）

、、、、、、、、、、、、＼、、

、、、、、、、、、、、、、、、、
、、、、、
、、、、、
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

出してきますと、米中関係のもつ

れも案外ほどけやすくなる。
歌鴎

という人物が台頭してきた乙と

に、一応、
注目しておきたいと思

います。本紙
桑原先生がおっしゃった

ように、
わが国の新聞の申国につ

いての論評は、
終始、
全部間違い

だったわけですね。それに出べる

と、
外国の新聞の中国論評なんか

はずっ
とましだったように
思う。

特に日本のマスコミの見当迎いが

ひどかったというのはどういうわ

吋でしょ
うか．

えてるわけです。台湾を米国に守

ってもらえば、ソ連の南下を防い

で、
中国にとってもプラスじゃな

いかというような考え方です。
要

するに形詩的にさえ、
台湾が中国

の領土の一部だという乙とが認め

られさえすればいいんだ、
それ

で米中正常化しでもいいんだとい

うふうなニュアンスを出してい

る。彼のこのよう
な考え
方が、
中国

でどれだけの
説得力を持っている

のかわかりませんけれども、
とも

かく先の対外連絡部長の発奮です

からね。中国がもしこのような線を打ち

台
湾
現
状

維
持
論

桑原
その意味で、華国鋒の政

治報告の申で、平和五原則による

国家関係を申国は拒否しないとい

うくだりのあるととが注目され

る。いま一つ、今度の人事で在東興

と共にもう一人、
歌臓の政治局員

就任
が注目されます。
先中央の対

併連絡部長をやってる欧踏が政治

局に大扱てきされたのです。乙の

歌山闘は毛沢東の死の直前に、
北京

外交学院の卒業誌での演説で、
台

湾問題について、
現状維持論を唱

あ
り
う
る
中
ソ

関
係
の
流
動
化

中嶋
内政閣で徐々
に脱毛
沢東

化、現代
化路一泌がとられることに

なれば、ソ一地ω社会主一舗との路白紙

よの食い巡いはだんだん少なくな

るというととですね。

－
私はどう
も中国も、大筋におい

一てはソ遮と
問じ道を渉んでるんじ

一ゃないかという気がします。
た

一だ、
それがすぐ申ソ関係の改普広

一ははね返るということはない。

な
ぜ
北
京
に
こ
び
る
の
か

取を、
語録と秘して連日、
九月三

十日まで誠せたわけです。

一方では諮国鋒の側は、
自分が

毛沢東の後
継者だという立場に立

ってますし従って蔀国鈴の弔辞に

はそんな
説現など使われていな

い。そこに気がつけば、これは内

部に
野協に深
刻な状協があるんだ

ということが分かったはずです。

しかも国出節にはいくつかの新

聞が共同で掲げる恒例の共同社説

も出なかった。これはおかしいと

いうととを、
その時僕はテレビか

なんかでいった覚えがあります

が、そのとき日本の新聞は、今、

けれども、もし大筋において、
自

分の雷ってきたことが間違ってい

たととが分かったら、
鑑を折るお

悟で仕掛をやってるつもりです．

とζろがマスコミの聞では、と

の間まで

文革質誌をやっていた人

が、四人組が追放されると、いか

に四人
組時代は恐かったかという

ことを、
平気で書いている。そし

てそれがまた大自に見られてい

る。ζこに大きな問題があるよう

な気がします。

本紙
どうもありがとうござい

ました。

いなものが、
北京の日本人特派員

をはじめ日本の新聞に大きく欠け

ているようです。

桑原
そのとおりで
すが、
弔沢

東というスーパーマンが統治して

おった時何でさえも、
「
人民日

報」を克明に読むと、
実に
窓地の

恐い、
あるいは非常に深
刻なな脈

を含んだ報告があるわけでして、

私がもし北京特派員だったら、
ほ

かに取材しなくても「人民
日報」

を克明に読んで記事を
密きます

ね。ととろが日本人記者たちに

は、
申国の先機関紙で発表されて

いるものさえも記事にするのを遠

慮しなくちゃいけないというよう

な考え方があ
2gしてね。

人
民
日
報
の

ま
る
う
っ
し

中国民衆は悲しみに打ちひしがれ

ている、というようなことを言っ

ていた。とんでもない。どっちが

食うか食われるかという闘争が進

行中だったので、それは一週間後

には北京政経という形をとった。

乙んな乙とは北京にいなくても、

日本でわかるはずのものだったの

にですね。
それから新聞には言ったことに

対する河任をとってもらいたいと

思いますが、
ボバ任をとらないです

ね。
私どもも個々
の
事樹について

は、
あとである程度修正しなきゃ

ならないようなこともあります

中嶋
私は現代
中国研宛をあえ

て現代中国学と称して、
隠
中世情除

してるわけですけれども、
中菌研

兜のやり方にもルールがあるわ吋

ですね。そのルlルを無視して中

国を論じるのが間違いのもとで

す。「人民日報」は、
発行部数が

三百四十万部で、中国人の二百数

十人に一部の割りでしかいきわた

らないわりです。
しかも「人民日

報」は宣伝と教育のための機関紙

です。しかしそれはその時々
の権力を

握っている者が、
同時に編集権を

握るわけで、その意見の反映でし

かない。
昨年、
毛沢東の死後九月

三十日までは、
「規定方針どおり

ゃれ」という宮識が毎日のように

「人民
回線」の語録のと乙ろに

出ていた。それが十月になるとピ

タッとやんだ。つまり九月中は四

人組が「人民
日報」の縞集権をも

っていた、というととです。

と乙ろで、とのような新聞のい

うことを、
そのまま翻訳して、乙

れが申国の政治だっていうところ

に日本の新聞の根本的な誤りがあ

るわけですね。「人民日報」はそ

の時点において一応権力を握って

いる者の、
宣伝と教育のための道

具でしかないというととがわかれ

ば、
「人民日報」をそのまま翻訳

したよう
な記部は脅かないでしょ

うし、
また申図的な表現の、
跨躍

を割り引いて読むこともできるわ

吋です。
中国が勝利だ、
勝利だと

いうとき、
あるいは団結だ、
団結

だというとき、
実際には問題があ

ることも祭しがつくのです。

乙れはひとつの例にすぎません

が、こうした基本的なルlルみた
中嶋
そうですね。
日本の記者

は大見出しの部分だけしか翻
訳し

ない。「
人民
日報」の文語の行聞

にうかがわれる微妙なニュアンス

など、
全然
関み取ろ
うとしないわ

けです。桑原
われわれ
第三者からい

わせれば、
不勉強だとしか言いよ

うがないですね。
某大新聞は「人

民日報」の日本支社だといわれて

いますけれども、支社としての役

割さえやってないと私はみたい。

私たちは日本ではごく少数派で

すけれども、
中国に何か
が起こっ

ている、
それはいったい何かとい

うことで、もう二十数年間、
税紫

し続けてきた。
個々
の問題につい

ては観測の間違いもあったけれど

ど、
会一般的にいってわれわれの研

兜限度が正しかったと
いうこと

が、
今度立証されたわけでしょ

う。そこに何かがあるとい
う問題

意識が、新聞記者にはないんじゃ

ないですか。

｜線総現金価格・警s9,soo I 

ロー悼式�．お求めにl.t、 便利な｛ ホンタ。クレジット〉がご 利

用いただけますユ ・ 普通免許でもOKです．まだ

免許のない方には、安全運転幸子及指導員也九楽

しし 安全な釆り方の指導k原付免2干のガイド

をいたします｛原付免詩安全教室）．

ロードパノレで、気軽にサッ1:.(}1:.走れ

とっても、きわやかです。
そんな時こそ、
めずらしいお店を見つけたり、
お気に入りのカフェテラスを見つけたり、

久し振りのお友達と出会ったり、

“楽しい出来事”とめぐりあうものです。
きっと、今日もどこかでだれかが、
ラッタッタと、お出掛けて、すね。
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2 .. 2馬力・燃貸75km /.t (30陥／h定地走行テストf目的
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つ

新
聞
記
事

は
反
面
教
師
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今窪乃路大会一
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